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１．水質分析結果と各種基準の説明

法体系１．１
○排水基準…水質汚濁防止法

工場及び事業場から公共用水域に排出される水の排出及び地下に浸透する水の浸透を

規制し、国民の健康を保護するとともに、生活環境を保全する基準

○環境基準…環境基本法

人の健康を維持する上で望ましいレベル

飲料水の基準とほぼ同じ

○水道水の基準…水道法

基準項目＝４６項目

健康に関連する項目＝２９項目（病原生物の指標、無機物質・重金属、有機化学

物質、消毒副生成物、農薬）

生涯にわたる連続的な摂取をしても人の健康に影響が生じない基準を基とし

安全性を充分考慮して定められた基準

水道水が有すべき性状に関連する項目＝１７項目（色、味覚、臭気、発泡などに

関する項目）

水道水としての生活利用上あるいは水道施設の管理上障害が生じる恐れのな

い水準として定められた基準

快適水質項目＝１３項目（色、におい、味覚、濁り、腐食に関する項目）

国民のニーズの高度化に積極的に応じられるよう、おいしい水など、より質

の高い水道水の供給を目指すための目標値

監視項目＝３５項目(有機化学物質、無機物質・重金属、消毒副生成物、農薬）

健康に関連する物質の内、将来にわたって水道水の安全性の確保を期するこ

とができるよう、水道として体系的、組織的な監視を行うことにより、検出

状況を把握し、適宜、水質監理に活用するための指針値

○農業用水に係る基準…農地防災事業実施要領

○水産用水基準…日本水産資源保護協会が設定した基準

○土壌に係る基準…土壌汚染対策法

・地下水基準（溶出量基準）

主に汚染された地下水を長期間に飲用した場合に起こる慢性毒性を想定したもので

地下水の水質基準（環境基準）に準じている。

・土壌基準（含有量基準）

汚染土壌を直接口にしたり皮膚から吸収したりする場合の基準

汚染土壌の上で数十年暮らした場合でも健康に影響が出ない濃度
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１．２ 各基準の設定根拠

厚生労働省の生活環境審議会水道部会水質専門委員会は 水道水質に関する基準のあり、「

方について 平成４年１２日 において 水質基準の設定に当たっての基本的考え方を次」（ ） 、

のとおり報告している。

『 等が飲料水の水質基準設定に当たって広く採用している方法を基本とし、１日にWHO

飲用する水の量としては２リットル、人の平均体重としては５０㎏（ では６０㎏とWHO

している）を用い、食物、空気等他の暴露源からの寄与を考慮しつつ、生涯にわたる連続

的な摂取をしても人の健康に影響が生じない水準を基とし安全性を十分考慮して評価を行

った。さらに我が国における水道水源、給水栓水等からの検出状況を総合的に勘案の上、

項目と基準値を設定したものである。したがって、このように健康影響が長期間摂取の結

果として評価された項目については、万一、一時的に基準値をある程度超える状況があっ

たにしても直ちに健康上の問題に結びつくものではないことに留意して基準の運用を行う

べきである 』。

また、環境省の中央環境審議会水環境部会の環境基準健康項目専門委員会は化学物質に

係わる環境基準の設定に際し、対象物質の１日の暴露量が （ヒトが一生摂取しても影TDI

響が出ないと判断される、１日当たり、体重１㎏当たりの摂取量）を超えない値などとし

て基準値を導いており、そのときの条件は次のとおりである。

①１日に飲用する水の量を２リットル

②人の平均体重を５０㎏

10%③飲用水経由の暴露割合を原則

これまでの水質分析で基準値を越えた主な物質について、その特徴と基準の設定根拠等

を示すと次のとおりである。なお、各物質の説明は（社）日本水道協会ホームページの水

質基準用語解説によった。引用した説明をアンダーラインで示した。

○ｐＨ

は水素イオンのモル濃度（水素イオン濃度）の逆数の常用対数値。 ＝７が中pH pH

性でそれより値が小さくなるほど酸性が強くなる。

水道水の基準では ～ としている。pH=5.8 8.6

○カドミウム

自然界にごく微量ではあるが亜鉛とともに広く分布し、地表水、地下水中に亜鉛含

有量の１％以下の割合で存在しているといわれている。富山県の神通川流域に多発し

たイタイイタイ病は、鉱山廃水中のカドミウムが主な原因とされ、昭和 年に公害43

病に認定された。慢性中毒では肺気腫、腎障害、骨変化、タンパク尿の症状がみられ

る。

また、カドミウムは酸性水の発現により溶出しやすくなる。

我が国の水道水の基準では、 国際基準等のカドミウムの許容量などをもとにWHO

ｌ以下としている。0.01mg/

○総水銀

常温では唯一の液体金属。水銀による急性中毒は口内炎、下痢、腎障害。慢性中毒

では貧血、白血球減少を起こし、さらに手足の知覚喪失、精神異常となる。

総水銀は無機水銀と有機水銀とをあわせたものである。

我が国の水道水の基準では、 年に従来までの基準の継続性を考慮して、 ガ1992 WHO
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イドラインの ｌの の ｌとしている。0.001mg/ 1/2 0.0005mg/

○フッ素

自然界に広く分布しているホタル石はフッ化カリウムが主成分であるため、日本で

も特に温泉地帯の地下水や河川水に多く含まれることがある。フッ素を適量に含んだ

水を飲用した場合には「う歯」虫歯の予防に効果があるといわれているが、多量に含

まれていると斑状歯（歯牙の慢性フッ素中毒）の原因となる。

わが国の水道水の基準では、 年に のガイドラインの約半分の ｌ以下1992 WHO 0.8mg/

としている。

○ＣＯＤ

化学的酸素要求量のことで、水中の被酸化性物質（有機物）を酸化剤で化学的に酸

化したときに消費される酸化剤の量を酸素の量に換算したもの。 が高いことはCOD

有機物が多いことを示し、生物化学的酸素要求量（ ）とともに水質汚濁を示すBOD

重要な指標である。

農業用水に係る基準では ｌ以下としている。6mg/

○ＳＳ

水中に懸濁している粒径 μ ～ 程度の不溶解性の浮遊物質のこと。また、1 m 2m/m

関東地方整備局京浜河川事務所ホームページによると「浮遊物が多いと透明度などの

外観が悪くなるほか、魚類のえらがつまって死んだり、光の透過が妨げられて水中の

植物の光合成に影響することがある。また、水中に浮遊する無機質の微粒懸濁液が水

田に流入した場合、土壌の物理的性質（特に、透水性、通気性）が悪くなり、水稲の

生育に障害を与える 」と示している。。

農業用水に係る基準では ｌ以下としている。100mg/

○亜鉛

亜鉛は自然水中に微量含まれる。水道水に高濃度の亜鉛が含まれると白濁して、い

わゆる白水の原因となる。また、 ｌ以上含まれると収れん味を呈する。毒性は5mg/

、 、 。比較的弱いが高濃度の場合は腹痛 嘔吐 下痢などの中毒症状をもたらすことがある

また、亜鉛は酸性水の発現により溶出しやすくなる。

水道水の基準では のガイドラインの の ｌ以下としている。WHO 1/3 1mg/

○大腸菌群

ひとや温血動物の腸内常在菌であるものが多く、簡易な試験で検出できるため、糞

便汚染の指標として水道分野のみならず食品衛生や環境分野などでも、公衆衛生上の

指標として広く利用される。

水道水の基準では ガイドラインと同様に検出されないこととしている。WHO

○全窒素

水中に含まれる窒素化合物の総量のことで窒素量で表す。窒素はリンとともに水源

の富栄養化の原因の一つといわれ、湖沼やダム湖などの閉鎖性水域での富栄養化によ

る藻類などの増加は、浄水操作上の障害や藻類に由来する臭気物質による水道水の異

臭味問題などを引き起こすことがある。

農業用水に係る基準では ｌ未満としている。1mg/

○ＤＯ（溶存酸素）

ＤＯは水中に溶解している酸素の量のこと。供給源の多くは大気であるが、藻類の

光合成により発生した酸素のこともある。酸素の溶解度は気圧、水温、塩分などによ

って影響される。有機物で汚濁した水中では、生物化学的な酸化により酸素が消費さ
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れるために溶存酸素が減少する。水温が急激に上昇したり藻類が著しく繁殖した場合

には過飽和となることもある。

農業用水に係る基準では５ ｌ以上としている。mg/

○全鉄

水中に ｌ以上溶解すると水に色がつきはじめ赤水の原因となり、臭気や苦0.3mg/

味を与える（ ｌ 。鉄は栄養上１人１日あたり約 以上必要とされている。0.5mg/ 10mg）

全鉄は溶解性と不溶解性の鉄の総和である。また、鉄は酸性水の発現により溶出し

やすくなる。

水道水の基準では のガイドラインと同じ、 ｌ以下としている。WHO 0.3mg/

○全マンガン

マンガンは地殻中に広く分布する。生理的には必要不可欠の元素で、炭水化物の代

謝などに関与する。一方、過剰に摂取すると全身倦怠感、頭痛、不眠、言語不明瞭な

どの中毒症状を起こす。水道中にマンガンが多いと、浄水に黒い色を付けるので好ま

しくない。

全マンガンは溶解性マンガンと不溶解性マンガンの総和である。

水道水の基準では のガイドラインの の ｌ以下としている。WHO 1/2 0.05mg/

○ナトリウム

ナトリウムは地殻中に広く分布する。ナトリウムと高血圧の関係がよく論じられる

が、１日に ～ の摂取量では人の健康に何ら影響はないと見られている。1.6 9.6g

水道水の基準では のガイドラインと同じ ｌ以下としている。WHO 200mg/

○陰イオン界面活性剤

界面活性剤のうち水溶液中で電解して活性剤の主体が陰イオンになるもの。通常は

合成洗剤の有効成分である。工場排水、家庭下水などの混入に由来し、水中に存在す

ると泡立ちの原因となり汚濁の重要な指標となる。

水道水の基準では ｌ以下としている。0.2mg/

○アルミニウム

アルミニウムは健康に関する項目ではなく、快適水質項目

地球の表面に存在する元素で３番目に多く金属では最も多い。アルミニウムの化合

物である明ばんは昔から水の清澄剤として、また、硫酸アルミニウム、ポリ塩化ア

ルミニウムも水道水の水処理剤として用いられている。濃度が高いと白濁水の原因と

なる。



１．３　水質分析結果

 　水　質　分　析　結　果    (5月2日～8月1日）（１／３）

5/2 5/2 5/16 5/20 6/1 6/9 6/16 6/23 7/1 7/8 7/16 7/24 8/1 5/2 5/20 6/9 6/23 7/8 7/24 5/3 5/16 6/1 6/16 7/1 7/16 8/1 5/4・
10
5/14・
16
6/1 7/1・2 7/16 8/1・2 5/21 6/1 6/10 6/16 7/1 7/16 8/1

－ 4.0 4.4 4.2 4.3 4.3 4.4 4.3 4.4 4.0 4.0 3.8 4.4 4.2 5.4 6.3 7.2 7.0 6.0 6.2 6.2 6.1 6.2 6.4 5.8 5.2 5.9 6.4 6.3 7.0 6.9 5.7 6.0 7.0 7.0 6.9 7.1 7.2 7.0 7.0

Ｃd カドミウム mg/l 0.033 0.028 0.023 0.019 0.012 0.014 0.015 0.011 0.027 0.028 0.028 0.015 0.012 0.014 0.010 0.007 0.007 0.011 0.006 0.006 <0.005 <0.005 0.001 0.004 0.010 0.006 <0.005 <0.005 <0.005 <0.001 0.001 <0.001 0.010 0.007 0.007 0.009 0.018 <0.001 <0.001

ＣＮ シアン mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Ｏ－Ｐ 有機燐化合物 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Ｐｂ 鉛 mg/l <0.02 <0.005 <0.02 <0.005 <0.02 <0.005 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.02 <0.02 <0.02 <0.005 <0.005 <0.02 <0.02 <0.005 0.007 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005

Ｃr6+ 六価クロム mg/l <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01

Ａｓ 砒素 mg/l <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005

Ｔ-Ｈｇ 総水銀 mg/l <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 0.0009 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

Ｒ-Ｈｇ ｱﾙｷﾙ水銀 mg/l <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ＰＣＢ ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ mg/l <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/l <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.04 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.004

mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/l <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/l <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.001

Ｓｅ セレン mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 0.002 <0.002 <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 <0.002 <0.01 <0.01 <0.002 <0.002 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 0.003 <0.002

Ｂ ホウ素 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.05 <0.1 <0.1 0.18 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.05 <0.05

Ｆ フッ素 mg/l <0.1 0.5 <0.05 <0.1 0.8 <0.1 1.0 0.33 1.2 0.70 1.2 1.5 <0.05 0.5 0.6 0.3 0.5 0.3 0.3 0.2 0.45 0.60 <0.1 0.9 0.62 0.72 0.7 0.6 0.7 0.7 1.2 1.2 0.77

mg/l 3.2 0.4 0.5 0.2 <0.1 <0.1 0.3 0.6 0.5 0.4 0.7 0.4 1.2 2.3 1.6 1.3 0.7 0.2 0.8 0.2 <0.1 <0.1 0.3

ＮＨ4-Ｎ アンモニア性窒素 mg/l 0.18 0.15 0.36 0.29 0.13 0.11 0.12 <0.05 <0.05 <0.05 0.06 0.08 2.5 5.7 3.9 3.3 0.84 0.21 0.28 0.19 0.16 0.22 0.21

ＮＯ2-Ｎ 亜硝酸性窒素 mg/l <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.02 0.52 <0.02 <0.01 <0.02 <0.01 <0.02 <0.01 <0.02 <0.002 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 0.05 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

ＮＯ3-N 硝酸性窒素 mg/l 3.1 0.20 0.29 <0.01 0.36 1.6 0.06 5.8 <0.05 <0.01 <0.05 <0.01 0.25 <0.01 1.8 2.5 0.52 <0.01 0.63 0.50 0.40 0.63 0.38 0.09 <0.05 <0.05 <0.05 0.38 0.10 0.71 0.11 <0.05 <0.05 0.23

ＢＯＤ 生物化学的酸素要求量 mg/l <0.5 7.6 0.6 2.9 0.5 3.1 <0.5 7.3 <0.5 <0.5 0.8 <0.5 <0.5 2.1 <0.5 0.6 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 33 13 4.8 3.7 1.3 <0.5 0.7 0.5 <0.5 1.0 <0.5

ＣＯＤ 化学的酸素要求量 mg/l 2.2 7.8 2.3 3.0 3.8 6.9 3.9 7.3 1.9 2.5 2.0 2.9 3.0 2.5 2.8 2.8 3.5 2.3 1.9 2.4 1.5 1.9 2.0 2.3 2.2 32 22 8.1 10 9.5 4.5 3.3 6.0 5.0 2.1 3.3 2.5

ＳＳ 浮遊物質 mg/l 3 7.5 <1 4.0 10 8.5 12 17 4 9.0 <1 3.0 1 24 14 19 79 8.0 2 15 <1 <1 4 2 2 67 9 14 39 1 74 <1 38 190 2 1

n-Hex ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質(鉱油) mg/l <1 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <0.5

n-Hex 〃　　(動植物油) mg/l <1 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <0.5

ＰＮＬ フェノ－ル類 mg/l <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.005 <0.025 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.005

Ｃｕ 銅 mg/l 0.71 0.63 0.50 0.44 0.25 0.32 0.27 0.18 0.56 0.71 0.73 0.34 0.33 0.24 0.18 0.09 0.09 0.19 0.07 0.03 0.03 0.01 0.01 0.02 0.07 0.04 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.02 0.22 0.03 0.01 0.01 0.12 0.39 <0.01 <0.01

Ｚｎ 亜鉛 mg/l 3.1 2.7 2.1 1.4 1.5 1.7 1.3 3.6 3.1 3.8 1.5 2.0 0.91 0.70 0.73 1.0 0.49 0.41 0.32 0.17 0.12 0.34 0.65 0.41 0.04 0.02 <0.01 0.01 0.18 0.06 0.06 0.36 0.32 0.36 2.4 <0.01 0.02

Ｓ-Ｆｅ 溶解性鉄 mg/l 0.7 0.7 3.1 3.6 1.3 2.2 0.96 <0.1 <0.1 <0.1 0.28 0.27 11 19 16 6.4 <0.1 <0.1 <0.1 1.0 0.02 <0.01 0.03

Ｓ-Ｍｎ 溶解性マンガン mg/l 52 37 29 28 56 52 35 5.9 4.9 4.3 9.6 7.9 5.0 14 9.7 9.4 17 18 17 17 30 12 0.62

Ｔ-Ｃｒ 全クロム mg/l <0.04 <0.005 <0.04 <0.005 <0.04 <0.005 <0.04 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01
個/cm3

MPN/100ml <30 <30 <30 <30 13000 13 4.5 <30 <30 <30 7.8 2.0 <30 30 1700 7.8 <30 <30 <30 <30 3300 4900 1100

Ｔ-Ｎ 全窒素 mg/l 1.2 1.2 1.3 1.6 1.3 2.2 1.1 2.6 1.3 2.4 1.0 1.0 1.0 1.2 0.92 1.1 1.0 0.8 0.55 0.80 1.5 0.83 7.8 6.0 3.3 4.8 6.8 1.4 1.2 1.0 0.9 1.1 1.2 0.93

Ｔ-Ｐ 全燐 mg/l 0.01 0.01 0.02 0.06 0.025 0.016 0.009 <0.01 <0.01 <0.01 <0.003 <0.003 0.05 <0.01 0.013 0.006 <0.01 0.01 <0.01 0.01 0.021 <0.003 0.003

mg/l 1400 1200 1100 950 1100 780 580 600 1100 1400 1500 790 1000 720 810 610 670 440 700 460 360 190 270 1200 700 46 82 120 71 110 140 770 590 940 540 890 1400 1100

mg/l 48 44 47 23 34 32 25 64 59 58 31 37 5.0 2.7 3.9 7.9 2.4 <0.1 1.7 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.9 <0.1 0.1 0.8 0.5 <0.1 0.7 <0.1 <0.1 7.7 0.6 <0.1 0.8

mg/l 170 150 160 130 110 110 170 100 210 170 290 130 110 150 150 140 140 100 230 140 100 74 310 400 140 12 12 26 21 11 110 130 110 110 200 530 300

ＤＯ 溶存酸素 mg/l 9.9 7.8 8.2 9.5 7.1 8.1 7.2 7.5 7.0 7.0 7.5 10.0 9.8 7.8 7.4 9.1 8.8 11 13 11 6.3 11 0.6 1.4 8.6 5.5 9.4 9.3 7.7 9.5 11 9.1 9.6

ＥＣ 電気伝導度（mS/cm） ms/cm 1.70 1.50 1.10 1.10 1.10 0.90 1.60 1.50 1.70 1.10 1.30 1.00 0.90 0.94 0.70 1.10 0.84 0.61 0.54 0.88 1.40 1.00 0.29 0.40 0.30 0.20 0.33 0.38 1.40 1.00 1.20 1.10 1.50 1.50 1.10

mg/l 8.4 12 6.2 8.9 8.1 16 6.2 41 5.4 5.6 4.7 4.9 6.0 3.9 4.0 14 3.4 2.6 7.6 5.8 5.2 6.1 5.8 5.8 5.8 20 11 11 6.1 8.6 7.6 8.1 5.0 7.2 6.4 5.2 13 16

T-Ｆｅ 全鉄 mg/l 2.4 2.3 2.6 3.4 3.5 4.3 3.6 2.2 2.1 2.4 1.4 2.1 2.9 2.5 3.2 3.8 1.3 1.5 <0.1 0.05 0.20 0.29 0.56 53 1.4 1.2 19 6.4 0.2 <0.1 <0.1 1.3 1.5 <0.01 0.04

Ｔ-Ｍｎ 全マンガン mg/l 82 29 33 63 61 37 5.1 4.5 3.3 8.1 10 8.1 17 14 8.4 11 11 20 18 17 19 39 15 0.67

Ｎａ ナトリウム mg/l 18 19 20 27 20 220 18 29 13 20 20 18 18 19 12 15 14 50 55 32 28 13 46 11 93 88 77 66 220 31 22

mg/l 0.10 0.15 0.38 0.06 0.05 0.02 0.07 0.06 0.05 0.07 0.04 0.02 0.07 0.02

mg/l <0.001 <0.001

国 市 国 市 国 市 国 市 国 市 国 市 国 市 市 市 市 市 市 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国

：分析していないことを示す  「＜○．○」の表示は、○．○mg/L未満を表す。 ※大腸菌群数は、試験方法の変更に伴い、７月１日より単位がMPN/100mｌとなる。

：環境基準に不適合 ：水道法の飲用水基準に不適合 ：農業用水基準に不適合
（人の健康の保護に関する環境基準） (水道により供給される水に対する基準。当地区のような原水等においては参考値)

実施機関

陰イオン界面活性剤

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ジクロロメタン

塩素イオン

ベンゼン

大腸菌群数※

ｱﾝﾓﾆｱ・ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物亜硝酸性化合物
・硝酸性化合物

硫酸ｲｵﾝ

α-ﾅﾌﾀﾚﾝ酢酸ﾅﾄﾘｳﾑ

カルシウム

四塩化炭素

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1-ジクロロエチレン

チオベンカルブ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

チウラム

シマジン

アルミニウム

プラント
処理水

・プラント稼働は５月20日14:00～採取地点

ｐＨ

1,2-ジクロロエタン

コルゲ－ト(西)コルゲ－ト(東)

残土処理場

旧排水路

地下水
ボーリング孔

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾞﾝ

　　　　　　　　　　　実施日
　分析項目

単
位

種別

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

-　５　-



 　水　質　分　析　結　果    (5月2日～8月1日）（２／３）

5/2 5/2 5/16 5/20 6/1 6/9 6/16 6/23 7/1 7/8 7/16 7/24 8/1 5/2 5/20 6/9 6/23 7/8 7/24 6/16 7/1 7/16 7/24 8/1 5/20 6/9 6/16 6/23 7/1 7/8 7/16 7/24 8/1

－ 4.5 4.9 4.9 4.8 5.8 6.1 6.6 6.5 6.8 6.6 6.5 6.8 6.8 4.9 4.7 6.3 6.8 6.5 6.7 6.1 7.0 6.8 7.0 7.0 6.7 7.3 7.0 7.1 6.9 7.1 7.0 7.0 7.1

Ｃd カドミウム mg/l 0.007 0.005 <0.005 0.003 <0.005 0.001 <0.005 0.001 <0.001 0.001 0.002 <0.001 <0.001 0.004 0.003 0.001 <0.001 0.001 <0.001 <0.005 <0.001 0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001

ＣＮ シアン mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Ｏ－Ｐ 有機燐化合物 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Ｐｂ 鉛 mg/l <0.02 <0.005 <0.02 <0.005 <0.02 <0.005 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｃr6+ 六価クロム mg/l <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01

Ａｓ 砒素 mg/l <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005

Ｔ-Ｈｇ 総水銀 mg/l <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005

Ｒ-Ｈｇ ｱﾙｷﾙ水銀 mg/l <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ＰＣＢ ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ mg/l <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/l <0.004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.04 <0.04 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.04 <0.004 <0.004 <0.004

mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002

mg/l <0.006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006

mg/l <0.003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.01 <0.001 <0.001 <0.001

Ｓｅ セレン mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 <0.002 <0.002 <0.01 <0.002 <0.002 <0.002 <0.01 <0.002 <0.002 <0.002

Ｂ ホウ素 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05

Ｆ フッ素 mg/l <0.1 0.1 <0.05 0.3 <0.01 0.2 <0.01 0.14 <0.1 0.33 <0.1 0.24 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 <0.1 0.2 0.18 0.30 <0.1 0.20 <0.05 <0.01 0.1 <0.1 0.28 <0.1 0.23 <0.1 0.15

mg/l 0.6 0.4 0.5 0.1 0.2 0.4 0.3 0.3 0.2 0.3 <0.1 0.5 0.4 0.4 0.2

ＮＨ4-Ｎ アンモニア性窒素 mg/l 0.05 <0.05 0.79 0.11 <0.05 0.09 <0.05 0.25 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ＮＯ2-Ｎ 亜硝酸性窒素 mg/l <0.02 <0.02 <0.002 <0.02 0.10 <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 0.08 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.02 <0.002 <0.02

ＮＯ3-N 硝酸性窒素 mg/l 0.56 0.36 <0.01 0.23 0.94 0.09 0.67 0.22 0.90 0.39 0.04 0.31 0.30 <0.01 0.89 0.53 0.30 <0.01 0.23 0.17 0.31 0.17 <0.05 <0.01 0.84 0.47 0.58 0.39 0.44 0.37 0.26 0.19

ＢＯＤ 生物化学的酸素要求量 mg/l <0.5 0.6 3.6 1.2 2.0 0.5 2.1 6.7 1.5 1.0 2.5 0.9 1.1 2.9 2.0 2.0 1.8 2.4 1.1 2.1 1.1 2.9 2.0 2.1 0.7 1.0 1.1 2.8 1.5 0.6 1.5 1.3

ＣＯＤ 化学的酸素要求量 mg/l 4.0 7.6 2.9 6.2 9.2 3.6 5.5 17 8.2 5.7 12 6.3 3.0 2.8 5.6 5.4 9.0 12 5.2 10 8.2 13 8.7 2.8 3.4 5.2 3.8 12 8.7 6.2 9.8 5.5

ＳＳ 浮遊物質 mg/l 8 14 1.5 8 4.5 2 3.0 2 3.8 8 11 2 2.0 1.0 4.0 3.0 10 9.6 2 6 5 12 3 4.5 1.5 5 3.0 10 21 3 6.9 2

n-Hex ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質(鉱油) mg/l <1 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <0.5 <0.5 <0.5

n-Hex 〃　　(動植物油) mg/l <1 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <0.5 <0.5 <0.5

ＰＮＬ フェノ－ル類 mg/l <0.025 <0.025 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.005 <0.025 <0.005 <0.005 <0.005 <0.025 <0.005 <0.005 <0.005

Ｃｕ 銅 mg/l 0.10 0.13 0.04 0.05 0.02 0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 0.10 0.07 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Ｚｎ 亜鉛 mg/l 0.69 0.26 0.29 0.16 0.12 0.09 0.07 0.02 0.11 0.17 0.02 0.02 0.31 0.12 0.07 0.12 0.02 0.13 0.03 0.11 0.02 0.01 0.09 0.02 0.03 0.02 0.02 0.03 0.03 0.01 <0.01

Ｓ-Ｆｅ 溶解性鉄 mg/l 0.2 0.3 <0.1 0.3 1.0 0.49 0.80 0.1 0.62 0.69 0.68 0.2 0.57 0.53 0.35

Ｓ-Ｍｎ 溶解性マンガン mg/l 12 3.8 4.2 4.2 0.85 5.2 1.4 3.6 2.3 0.27 0.83 0.6 0.63 0.90 0.06

Ｔ-Ｃｒ 全クロム mg/l <0.04 <0.005 <0.04 <0.005 <0.04 <0.005 <0.04 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.04 <0.01 <0.01 <0005 <0.01 <0.005 <0005 <0.04 <0.015 <0.01 <0005 <0.01 <0.005 <0.01
個/cm3

MPN/100ml <30 42 <30 <30 35000 11000 9300 <30 130 4900 110000 <30 7000 4900 4900

Ｔ-Ｎ 全窒素 mg/l 1.2 1.3 2.3 2.5 1.1 1.9 1.7 1.3 0.88 1.5 0.93 2.6 1.8 1.4 1.5 1.6 1.1 0.99 1.6 0.72 1.4 1.1 1.4 1.4 1.6 0.88 1.4 0.69

Ｔ-Ｐ 全燐 mg/l 0.05 0.12 0.16 0.03 0.48 0.15 0.11 0.02 0.22 0.21 0.17 0.05 0.38 0.17 0.11

mg/l 330 130 180 93 160 170 120 32 120 260 43 190 240 160 140 130 120 34 120 91 140 35 110 60 49 34 51 37 34 48 19 45

mg/l <0.1 3.6 2.9 0.6 0.23 <0.1 0.13 0.3 0.24 0.3 0.48 0.3 3.2 0.22 0.13 0.77 0.48 <0.1 <0.1 0.3 0.49 0.2 0.63 0.14 0.2 0.15 0.3 0.88 0.1 0.53 0.2

mg/l 75 32 32 38 31 72 28 19 30 46 15 51 36 34 30 28 32 15 51 34 37 15 41 16 15 16 15 23 17 20 9.2 20

ＤＯ 溶存酸素 mg/l 9.6 9.9 9.0 11.1 8.1 9.8 8.5 8.3 8.6 8.4 7.9 12.2 10.4 8.3 8.3 8.5 11 8.1 9.0 7.8 10.2 8.7 9.1 8.9 9.0 7.7 9.1 8.2

ＥＣ 電気伝導度（mS/cm） ms/cm 0.65 0.33 0.34 0.32 0.50 0.27 0.14 0.27 0.52 0.12 0.42 0.31 0.26 0.27 0.11 0.39 0.23 0.33 0.11 0.28 0.15 0.17 0.14 0.13 0.099 0.15 0.073 0.14

mg/l 5.8 4.5 3.8 3.5 9.9 7.8 9.2 5.1 4.6 4.8 2.8 6.2 5.6 4.2 9.7 8.9 4.1 2.7 6.7 4.7 3.3 2.9 5.0 3.0 6.9 5.6 6.9 3.8 3.3 3.3 2.6 4.4

T-Ｆｅ 全鉄 mg/l 1.7 0.41 1.1 0.38 0.7 0.47 4.4 1.2 1.4 1.4 1.5 0.29 0.26 0.21 0.36 1.5 1.1 0.2 1.0 1.1 1.4 1.2 0.22 0.15 0.8 0.26 1.5 1.9 0.66 1.1 0.67

Ｔ-Ｍｎ 全マンガン mg/l 3.9 4.3 4.8 1.1 5.3 1.4 4.2 2.6 0.32 0.88 0.7 0.83 0.93 0.11

Ｎａ ナトリウム mg/l 5.8 8.8 9.8 25 11 5.7 14 32 2.0 19 5.3 9.3 11 14 1.7 14 12 16 2.0 5.8 3.8 5.6 6.3 6.2 6.7 4.6 8.4 1.9 4.7

mg/l 0.05 0.07 0.07 0.05 0.06 0.02 0.06 0.05 0.07 0.07 0.06 0.06 0.06 0.03 0.03 0.05 0.05 0.05 0.05 0.02

mg/l

国 市 国 市 国 市 国 市 国 市 国 市 国 市 市 市 市 市 市 国 国 国 市 国 市 市 国 市 国 市 国 市 国

：分析していないことを示す  「＜○．○」の表示は、○．○mg/L未満を表す。 ※大腸菌群数は、試験方法の変更に伴い、７月１日より単位がMPN/100mｌとなる。

：環境基準に不適合 ：水道法の飲用水基準に不適合 ：農業用水基準に不適合
（人の健康の保護に関する環境基準） (水道により供給される水に対する基準。当地区のような原水等においては参考値)

流入口

新滝ヶ洞溜池

放流後

大萱黄瀬戸橋
（久々利川）中央部

種別

単
位

採取地点

　　　　　　　　　　　実施日
　分析項目

ｐＨ

ジクロロメタン

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾞﾝ

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

ｱﾝﾓﾆｱ・ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物亜硝酸性化合物
・硝酸性化合物

大腸菌群数※

硫酸ｲｵﾝ

アルミニウム

カルシウム

塩素イオン

陰イオン界面活性剤

α-ﾅﾌﾀﾚﾝ酢酸ﾅﾄﾘｳﾑ

実施機関

-　６　-



 　水　質　分　析　結　果    (5月2日～8月1日）（３／３）

5/2 5/20 6/9 6/23 7/8 7/24 5/2 5/20 6/9 6/23 7/8 7/24 5/2 5/16 6/1 6/16 7/1 7/16 8/1 5/2 5/13 5/20 6/9 6/16 6/23 7/1 7/8 7/16 7/24 8/1 5/3 5/15 6/1 6/16 7/1 7/16 8/1 5/3 5/16 6/1

－ 7.2 8.6 8.5 7.5 7.0 7.1 7.4 9.3 9.1 8.0 8.3 7.1 6.4 6.9 6.9 7.2 7.5 8.1 7.3 7.0 7.0 7.7 8.5 6.8 7.0 6.9 6.8 7.1 6.9 7.2 6.6 6.7 6.5 6.8 6.9 6.4 7.0 5.2 4.9 4.9

Ｃd カドミウム mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.005 <0.005 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.001 <0.005 <0.005 <0.005 <0.001 <0.001 ＜0.001 ＜0.001 <0.005 <0.005 <0.005

ＣＮ シアン mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Ｏ－Ｐ 有機燐化合物 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

Ｐｂ 鉛 mg/l <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.02 <0.02 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.02 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.02 <0.02 <0.02 <0.005 <0.005 <0.02 <0.02 <0.02

Ｃr6+ 六価クロム mg/l <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.01 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04

Ａｓ 砒素 mg/l <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005 <0.01 <0.01 <0.01

Ｔ-Ｈｇ 総水銀 mg/l <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.00005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

Ｒ-Ｈｇ ｱﾙｷﾙ水銀 mg/l <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

ＰＣＢ ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ mg/l <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.004 <0.004 <0.0004 <0.0004 <0.004 <0.004 <0.004

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02

mg/l <0.04 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.04 <0.004 <0.004 <0.004 <0.04 <0.04 <0.04 <0.004 <0.004 <0.04 <0.04 <0.04

mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001

mg/l <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001 <0.0005 <0.0005 <0.001 <0.001 <0.001

mg/l <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.0002 <0.0002 <0.002 <0.002 <0.002

mg/l <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006 <0.0006 <0.0006 <0.006 <0.006 <0.006

mg/l <0.003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.003 <0.003 <0.0003 <0.0003 <0.003 <0.003 <0.003

mg/l <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02

mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.01 <0.001 <0.001 <0.001 <0.01 <0.01 <0.01 <0.001 <0.001 <0.01 <0.01 <0.01

Ｓｅ セレン mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 <0.002 <0.01 <0.002 <0.002 <0.002 <0.01 <0.01 <0.01 <0.002 <0.002 <0.01 <0.01 <0.01

Ｂ ホウ素 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1 <0.05 <0.05 <0.1 <0.1 <0.1

Ｆ フッ素 mg/l <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 0.1 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 0.1 <0.1 <0.1 0.1 0.17 0.14 0.3 <0.05 <0.01 <0.1 <0.1 0.10 <0.1 0.14 0.1 0.11 0.1 0.1 0.2 0.24 0.18 <0.1 <0.1 <0.1

mg/l 0.5 0.3 0.2 0.1 <0.1 0.3 0.4 0.3 0.1 0.5 0.2 0.9 0.2 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1

ＮＨ4-Ｎ アンモニア性窒素 mg/l 0.08 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 0.06 0.06 <0.05 <0.05 0.17 0.06 1.9 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ＮＯ2-Ｎ 亜硝酸性窒素 mg/l <0.002 <0.002 0.086 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.002 0.27 <0.002 0.06 <0.02 <0.002 <0.02 0.076 <0.02 <0.002 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02 <0.02

ＮＯ3-N 硝酸性窒素 mg/l 0.34 0.94 0.28 0.25 0.55 0.17 0.97 0.38 0.24 0.35 0.17 0.44 0.32 0.25 0.11 <0.05 0.52 1.7 1.7 0.36 0.24 0.33 0.42 0.44 0.30 0.30 0.13 0.41 0.15 0.13 0.19 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

ＢＯＤ 生物化学的酸素要求量 mg/l 2.2 5.5 1.9 2.3 1.6 2.1 4.6 1.7 2.3 2.9 1.6 0.9 1.9 1.3 1.2 2.4 2.9 2.4 2.3 1.7 4.6 1.8 1.0 2.8 1.4 1.1 1.7 1.8 4.2 1.0 1.7 4.6 2.1 5.0 1.6 1.9 <0.5 <0.5 <0.5

ＣＯＤ 化学的酸素要求量 mg/l 3.4 4.8 4.7 4.3 7.0 5.4 5.1 4.7 4.1 7.2 5.0 3.5 4.3 3.8 4.2 6.1 9.1 6.6 3.4 1.8 4.4 4.7 3.7 4.5 5.9 5.5 7.0 8.5 7.3 5.5 6.0 14 7.4 13 11 10 0.7 0.6 1.1

ＳＳ 浮遊物質 mg/l 5.2 5.0 3.5 3.8 7.0 4.8 15 4.0 3.6 7.4 3.6 3 3 2 2 4 8 10 6.4 4.5 4.0 4.5 2 6.2 3 7.0 9 13 6 2 2 17 10 9 7 5 <1 <1 3

n-Hex ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質(鉱油) mg/l <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <1 <1

n-Hex 〃　　(動植物油) mg/l <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <0.5 <0.5 <0.5 <1 <1 <1 <0.5 <0.5 <1 <1 <1

ＰＮＬ フェノ－ル類 mg/l <0.025 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.025 <0.005 <0.005 <0.005 <0.025 <0.025 <0.025 <0.005 <0.005 <0.025 <0.025 <0.025

Ｃｕ 銅 mg/l <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Ｚｎ 亜鉛 mg/l 0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.01 0.01 <0.01 <0.01 0.01 0.02 0.05 0.02 0.01 <0.01 <0.01 0.01 <0.01 0.03 0.04 <0.01 0.03 0.02 0.02 0.02 0.01 0.02 <0.01 0.01 0.01 0.01 <0.01 0.01 0.02 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01

Ｓ-Ｆｅ 溶解性鉄 mg/l <0.1 <0.1 <0.1 0.33 0.18 0.1 0.22 0.32 0.36 0.9 0.9 0.5 1.2 1.4 <0.1 <0.1 <0.1

Ｓ-Ｍｎ 溶解性マンガン mg/l 0.5 0.3 0.2 0.17 0.09 <0.1 0.14 0.25 0.25 0.4 0.4 0.3 0.22 0.39 <0.1 <0.1 <0.1

Ｔ-Ｃｒ 全クロム mg/l <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.005 <0.005 <0.005 <0.005 <0.04 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.005 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04 <0.01 <0.01 <0.04 <0.04 <0.04
個/cm3

MPN/100ml <30 <30 <30 7900 7900 <30 170 7900 7900 <30 <30 250 7900 110000 <30 <30 <30

Ｔ-Ｎ 全窒素 mg/l 1.2 0.92 1.1 1.1 0.85 0.90 1.1 0.84 0.9 0.8 0.6 0.52 1.0 0.72 0.75 0.93 0.6 1.0 0.99 1.1 0.81 1.3 0.70 1.2 0.8 4.7 1.8 1.4 1.1 0.89 <0.1 <0.1 <0.1

Ｔ-Ｐ 全燐 mg/l 0.03 0.03 0.03 0.23 0.081 0.02 0.13 0.20 0.12 0.11 0.07 0.73 0.42 0.25 <0.01 <0.01 <0.01

mg/l 36 33 33 34 19 27 21 31 33 20 28 32 29 19 24 25 17 24 26 71 30 32 18 28 24 18 16 26 25 17 11 9.3 16 11 7.4 8.3 2.1 2.8 2.2

mg/l 0.16 0.10 0.19 0.24 0.26 0.20 <0.1 0.12 0.26 0.23 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 <0.1 0.3 0.1 0.36 0.12 <0.1 <0.1 0.12 0.1 0.34 0.5 0.75 0.2 <0.1 <0.1 0.2 <0.1 <0.1 0.6 0.2 <0.1 0.2 0.2

mg/l 9.5 10 11 12 16 10 10 11 13 15 10 12 11 13 11 21 9.9 9.9 9.1 8.7 10 11.0 36 10 17 15 9.4 10 11 14 9.0 23 12 20 9.5 7.4 0.5 0.5 0.7

ＤＯ 溶存酸素 mg/l 10.8 10.5 9.2 8.5 11.6 10.7 10.6 8.7 13 12 8.7 9.7 10 11 12 9.2 9.4 10.6 9.0 8.8 5.2 9.2 10 10 11 9.9 12 11 8.3 15 9.7 9.5 7.6

ＥＣ 電気伝導度（mS/cm） ms/cm 0.11 0.10 0.071 0.088 0.11 0.10 0.070 0.091 0.11 0.11 0.12 0.12 0.11 0.074 0.093 0.11 0.10 0.086 0.10 0.068 7.2 0.088 0.096 0.091 0.076 0.19 0.11 0.079 0.061 0.067 0.021 0.022 0.023

mg/l 4.0 2.8 4.5 5.5 2.9 2.9 3.1 4.6 5.1 3.0 2.9 3.7 2.8 2.2 3.8 3.9 2.4 3.1 3.6 12 2.0 4.7 3.1 4.3 3.9 3.0 2.5 3.0 3.0 5.6 3.1 3.8 8.0 4.9 3.7 4.2 2.3 2.3 1.9

T-Ｆｅ 全鉄 mg/l 0.17 0.16 0.17 0.23 0.53 0.40 0.46 0.17 0.13 0.47 0.35 0.1 0.1 0.17 0.28 0.51 0.29 0.25 0.30 0.15 0.14 0.1 0.20 0.38 0.69 0.64 1.1 0.54 1.3 2.1 0.68 1.8 2.1 2.0 <0.1 <0.1

Ｔ-Ｍｎ 全マンガン mg/l 0.4 0.3 0.13 0.14 0.24 0.15 0.1 0.22 0.33 0.31 0.6 0.4 0.30 0.36 0.33 0.41 <0.1 <0.1

Ｎａ ナトリウム mg/l 2.5 3.2 4.0 2.8 2.7 2.5 3.3 3.9 2.8 2.9 3.7 3.3 5.2 3.9 3.9 2.8 3.3 3.9 3.0 4.2 2.4 5.6 2.7 3.2 3.0 2.5 3.0 1.9 2.3 1.8

mg/l 0.05 0.04 0.05 0.05 0.07 0.05 0.04 0.06 0.05 0.06 0.05 0.02 0.04 0.04 0.03 0.06 0.05 0.05 0.05 0.02 0.03

mg/l

市 市 市 市 市 市 市 市 市 市 市 市 国 国 国 国 国 国 国 市 市 市 市 国 市 国 市 国 市 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国 国

：分析していないことを示す  「＜○．○」の表示は、○．○mg/L未満を表す。 ※大腸菌群数は、試験方法の変更に伴い、７月１日より単位がMPN/100mｌとなる。

：環境基準に不適合 ：水道法の飲用水基準に不適合 ：農業用水基準に不適合
（人の健康の保護に関する環境基準） (水道により供給される水に対する基準。当地区のような原水等においては参考値)

放流後

小渕溜池

滝ヶ洞溜池

種別

単
位

影響範囲外の溜池・沢水

土岐市泉町
久尻(沢水）流入前 中央部 流出口採取地点

　　　　　　　　　　　実施日
　分析項目

ｐＨ

ジクロロメタン

四塩化炭素

1,2-ジクロロエタン

1,1-ジクロロエチレン

ｼｽ-1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,1,1-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

1,1,2-ﾄﾘｸﾛﾛｴﾀﾝ

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ

1,3-ｼﾞｸﾛﾛﾌﾟﾛﾍﾟﾞﾝ

チウラム

シマジン

チオベンカルブ

ベンゼン

ｱﾝﾓﾆｱ・ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物亜硝酸性化合物
・硝酸性化合物

大腸菌群数※

硫酸ｲｵﾝ

α-ﾅﾌﾀﾚﾝ酢酸ﾅﾄﾘｳﾑ

実施機関

アルミニウム

カルシウム

塩素イオン

陰イオン界面活性剤

-　７　-
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２．黄鉄鉱が酸化するメカニズムの説明

２．１ 硫化鉱物について

鉱物の分類名称は、骨格となる成分で区分されており、ベースに硫化物イオン（ )がS2-

あるものが「硫化鉱物」である。

主なものは、 －硫化物（輝銅鉱 、 ・ －硫化物（黄銅鉱 、 －Cu Cu2S Cu Fe CuFeS2 Zn） ）

硫化物（閃亜鉛鉱 、 －硫化物（方鉛鉱 ）などである。ZnS Pb PbS）

－硫化物の一群には、黄鉄鉱・白鉄鉱( )、磁硫鉄鉱( )などの種類Fe FeS2 Fe9S10-Fe7S8

があり、なかでも最も普通に存在するのが、黄鉄鉱( )であり、古い時代の火山岩やPyrite

堆積岩にはごくあたりまえに含まれている。

２．２ 黄鉄鉱の酸化実験

前回の協議会で黄鉄鉱が酸化し、酸素を含む水と反応した結果、 が低下する化学反pH

応式を示した。今回は、実際にどのように が変化するのかを実験により見てみることpH

にした。試料は、結晶度の高い黄鉄鉱と風化の進んだ黄鉄鉱を含む粘板岩で、岩石を蒸留

水中( ～ )にいれ、１時間経過後の の変化を実験しました。pH6.1 6.3 pH

(実験に用いた岩石)

Ａ試料：風化の進んだ黄鉄鉱を含む粘板岩 Ｂ試料：結晶度の高い黄鉄鉱を含む粘板岩

表 実験結果一覧2.2.1

試料 予備実験 公開実験

番号 ( 時間経過 ( )1 8/26

後の ) ( 時間経過pH 1

後の )pH

Ａ試料 ４．２

Ｂ試料 ７．５

実験の状況

上表に示すように、今回の１時間浸水では、結晶度の違いにより に差異が生じるこpH

とが分かりました。
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３．池の状況変化のメカニズムの説明

３．１ 泡の発生メカニズム

１）界面活性剤の働き

界面活性剤とは、水と油（水に溶けにくいもの）の両方の性質を持ち合わせ、水と油

の中を取り持つ物質であり洗剤などに代表される。

界面活性剤は水の表面張力を低下させる作用と起泡性があり、水が流れる場合に、落

差のある所などでは、少しの力で水の表面張力を広げ、空気を取り込んで泡を発生させ

やすくする性質がある。界面活性剤の性質を列記すると以下のとおりである。

、 、 。①吸着性…吸着性は 活性剤の基本的な性質で 界面(例えば水と油の境界)に吸着する

②表面張力の低下性…活性剤を水に溶かすと、その濃度に応じて水の表面張力が低下し

ていく。活性剤は水の表面張力をかなり低下させる働きがある。

注)表面張力；常に表面積を減らそうとする力＝水の表面を縮めようとする力 コップ。

になみなみとついだ水が盛り上がる現象は表面張力が働いているためで

ある。

(出典；微粒子から探る物性七変化 前野昌弘著)図 水面上の油滴3.1.1 ,

③乳化分散性…そのままでは混ざり合わない二つの物質（例えば水と油など）を仲良く

溶け合った状態にする働き。

④浸透・湿潤性…界面に吸着した活性剤分子は、相手（例えば布地など）の内部に侵

入してその内部を徐々に湿らせて柔らかくし、さらに膨潤を起こさせる。

⑤起泡性…活性剤を水に溶かしてかき回すと泡だってくる。活性剤が水の表面張力を低

下させ、少しの力で水の表面張力を広げることができ、攪拌することにより薄い膜と

なって空気を抱え込むことができるからである。

⑥可溶化性…活性剤の水溶液に油を入れて振り混ぜたり、暖めたりすると透明になるこ

とがある。この現象を「可溶化」と呼んでいる。
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２） 色々な泡の発生原因

泡の発生原因別の事例を以下に示す。

○四万十川の泡沫現象

右写真参照

四万十川の泡沫現象は 「界面活性成、

分が、多糖質であるため」と考えられて

いる。ここでの多糖質は、藻類により生

成される増粘多糖類でいわゆるデンプン

に相当する。

○泡消火器

年頃、研究中にたん白質を含んだ重炭酸ナトリウムの水溶液を硫酸アルミニ1900

ウムの水溶液と混合すると激しい反応が起こり炭酸ガスを含んだ緻密な泡が発生し

た。これが化学泡消火剤の誕生につながったとされている。

○波の花

波の花とは外浦の岩場の海岸に波が打ち寄せてできた泡が、風にあおられて空中を

舞う現象で能登半島の冬の風物詩である。波の花が発生するのは、冬の強い北西の風

を半島ゆえにもろに受けること、荒波によって岩場の海水に海藻のくずやプランクト

ンがたまってねばりが多くなること、さらに気温が低い(風速 メートル以上で気温7

が約 度以下）ことなどが挙げられる。4

３）泡の特性

泡を考えるとき、いわゆる「持ち」のいい泡とは、泡の立ちやすさ（起泡力）と泡

の消えにくさ（安定度）の二つを考える必要がある。

一般に表面張力が小さいと、泡の膜を押し広げるのに必要な仕事エネルギーは小さ

くて済むので泡は立ちやすくなり、界面活性剤がこの働きをしていると考えられる。

しかし、泡が立つためには、表面張力が小さいこと（起泡力）が必要だが、これは泡

が立つために必要な性質ではあっても、十分な性質ではない。泡が安定して存在する

（安定度）ためには、できた泡の膜を安定に保てるかどうかが問題になる。

すなわち、泡の膜の粘性を大きくすれば泡は安定になる。さらに、泡の膜がイオン性

を帯びていると、泡の膜が薄くなったときに電気的反発によって、泡の膜が薄くなる

のを妨げられて破壊されにくくなり安定する。

従って、どの様な要因で安定度が増したかを解明できれば、池の泡の発生メカニズ

ムを説明できると考えられる。
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４）泡の付着状況と成分

泡の付着状況写真と成分分析結果を以下に示す。

調整池における付着状況

泡の成分分析結果

５）実験の概要

以上の事項を踏まえ、泡の発生メカニズム解明のため室内実験を行うこととし、陰イ

オン界面活性剤の他に 他の発泡事例での原因である多糖類 藻類 硫酸アルミニウ、 （ ）、

ムについて その種類や濃度を変化させて 泡の消えにくさ(安定度＝起泡から消泡ま、 、

での時間)の実験を行った。

以下に、実験ケースと泡の発生状況写真を示す。
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＜泡の室内実験写真＞

ケースＡ：原水＋界面活性剤

陰イオン界面活性剤 及び ｌ 陰イオン界面活性剤 ｌ0 1.0mg/ 10mg/

ケースＢ：蒸留水＋界面活性剤＋硫酸アルミニウム溶液

陰イオン界面活性剤 ｌ 陰イオン界面活性剤 ｌ10mg/ 10mg/

(アルミニウム無し) (アルミニウム有り)

ケースＣ：蒸留水＋デンプン(添加量 )＋硫酸アルミニウム溶液50mg

デンプン(添加量 ) デンプン(添加量 )50mg 50mg

(アルミニウム無し) (アルミニウム有り）

ケースＤ：蒸留水＋界面活性剤＋アルミニウム粉末

陰イオン界面活性剤 ｌ(アルミニウム粉末有り）10mg/
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３．２ 池の色の変化メカニズム

新滝ヶ洞溜池の水の色の変化メカニズムは以下のように想定される。

溜池の水の色を支配する要因としては、光(可視光線)、植物プランクトン、金属イオン

による発色が考えられる。池の色が緑色系を示す６月１６日に行った水質分析や植物プラ

3.2.ンクトン分析によると 新滝ヶ洞溜池では藍藻類が極めて多く珪藻類が少なかった(図、

)。しかし銅イオンなどの金属イオンは定量下限値未満であった。よって、新滝ヶ洞溜池2

の水の色が緑色系を示したのは、藍藻類によるものと想定される。

図 には池の水の変化と の関連を示した。これによると、降水量の変化にもよ3.2.3 pH

るが、 が高くなれば褐色系に変化し、 が低くなれば緑色系に変化する傾向を示してpH pH

いる。特に、６月１日より は高くなり、これは池の水の色が緑系から褐色系に変化しpH

た時期に一致している。池の水の色は、 との相関から、水質が改善されることによりpH

本来の色調を示すものと考えられる。

6/16測定
晴れ

清水(色が目立
たない)

酸
性
水
の
発
現
以
前

酸
性
水
の
発
現
以
降

茶褐色～茶色

植物プランクトンのうち、珪藻を主体としているた
め、水の色は褐色系を示す。また、降水日及びそ
の直後には、酸化鉄を含む濁水の流入のため茶
色～茶褐色を示す。

図3.2.1　　新滝ヶ洞溜池の水色変化のメカニズム

茶褐色～茶色 水質改善によりpＨが上昇したため、水の色は本
来の茶褐色～茶色を呈する。

酸性水の流入により植物プランクトンが減少した
結果、水が澄んだ。

植物プランクトンのうち、藍藻類が相対的に増殖し
たため、水の色が青みを帯びた黄緑色を示したと
推定される。硫酸イオンが多い湖沼では青みを帯
びる事例が認められ、硫酸イオンが関係している
ことが考えられる。

青みを帯びた黄
緑色



藍藻
黄色
鞭毛
藻

ｸﾘﾌﾟﾄ
藻

ｵｽｷﾗﾄﾘｱ ｼﾇﾗ ｽﾘﾚﾗ ｸﾘﾌﾟ
ﾄﾓﾅｽ

ﾍﾟﾘ
ｼﾞﾆｳ
ﾑ

ｹﾗﾁｳ
ﾑ

ｸﾗﾐﾄﾞﾓﾅｽ ｸﾛﾛ
ｺｯｸﾑ
ﾊﾟﾙﾒ
ﾗ

ｼﾞｸﾁ
ｵｽﾌｧ
ｴﾘｳﾑ

ﾋﾄﾞﾛ
ｼﾞｸﾁ
ｵﾝ

ﾐｸﾛｽ
ﾎﾟﾗ
ﾃﾞｽﾐ
ｼﾞｳﾑ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44

1 Phormidium sp.*
2 Mallomonas sp.
3 Aulacoseira distans*
4 Melosira varians
5 Cyclotella stelligera
6 Synedra acus
7 Synedra inaequalis
8 Synedra ulna
9 Asterionella formosa
10 Achnanthes lanceolata
11 Cocconeis placentula
12 Navicula goeppertiana
13 Navicula radiosa f. nipponica
14 Navicula rhynchocephala
15 Navicula viridula var. rostellata
16 Pinnularia sp.
17 Gomphonema parvulum
18 Cymbella minuta
19 Cymbella tumida
20 Nitzschia palea
21 Nitzschia paleacea
22 Nitzschia sp.
23 Surirella angusta
24 Cryptomonas  sp.
25 Peridinium bipes
26 Ceratium hirundinella
27 Euglena pisciformis
28 Euglena spp.
29 Phacus longicauda var. longicauda
30 Trachelomonas sp.
31 Trachelomonas volvocina
32 Chlamydomonas spp.

36 Hyaloraphidium contortum
37 Dictyosphaerium pulchellum*
38 Scenedesmus bicaudatus
39 Scenedesmus quadricauda var. parvus
40 Scenedesmus sp.
41 Crucigenia crucifera*
42 Pediastrum duplex*
43 Microspora tumidula*
44 Closterium gracile

図3.2.2 　植物プランクトンの分布図
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渦鞭毛藻 ﾐﾄﾞﾘﾑｼ藻 緑藻珪藻

ｺｽｷﾉｼﾞｽｸｽ ｼﾞｱﾄﾏ

小渕溜池

上層

中層

ｱｸﾅﾝﾃｽ ﾅﾋﾞｸﾗ ﾆｯﾁｱ ﾕｳｸﾞﾚﾅ

中層

下層

新滝ヶ洞
溜池

照合
番号

上層

中層

下層

上層

ｵｰｷｽﾁｽ ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ
学名

＜１．０％

科名

学名

綱名

調整池

久々利川 大萱
黄瀬戸橋

滝ヶ洞
溜池

Schroederia setigera
Sphaerocystis schroeteri*
Ankistrodesmus gracilis

下層

上層

中層

下層

植物
プランクトン

33

34

35

葉緑体をもち，光合成を行う植物性の浮遊生物。▽緑藻植物・ケイソウ類・らん藻植物などで，水中の生態系の生
産者の役割をはたし，動物プランクトンとともに魚類などの水生動物の食物として重要。

＞１．０％

ユレモやネンジュモなどのように，体が単細胞や群体，糸状体などで，青紫色の藻類。▽分類上は門の１つとしてあ
つかわれる。青紫色の色は細胞の中にフィコシアニン（らん藻素）という色素をたくさんふくむことによる。細胞が分
裂して２個体にふえるので，分裂藻類とよばれる。全世界に約１５００種知られ，そのうち日本には６００種生育す
る。淡水にも海にも広く分布する。
黄色植物中の１綱。ケイソウ綱。▽ケイ酸質を主成分とする２枚の殻（細胞壁）にかこまれた単細胞または群体性の
藻類の総称で，海水と淡水に広く生育する。ケイソウ植物門としてあつかわれたこともあるが，ふつうは，黄緑藻綱
（不等毛類）・黄金藻綱（ヒカリモ類）と合わせて黄色植物門とすることが多い。

植物分類上の門の１つ。アオサやミルなどのように緑色をした藻類をいう。▽この緑色は細胞の中にクロロフィル
（葉緑素）ａとｂをたくさんふくむことによる。全世界で約６５００種知られ，そのうち日本には約２０００種生育する。淡
水産の種類が多く，日本近海の緑藻類はだいたい４００～５００種類である。

藍藻

珪藻

緑藻

０ 100％



①　５月１８日 ②　５月２１日 ③　５月２７日 ④　５月３０日 ⑤　６月１日 ⑥　６月６日

⑦　６月１１日 ⑧　６月１６日 ⑨　６月２５日 ⑩　７月１０日 ⑪　７月２０日 ⑫　７月３１日

図3.2.3　新滝ヶ洞溜池における水の色とｐHの推移図
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ｐＨの推移図(新滝ヶ洞溜池流出口）
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【参考】 「いいとこ磐梯猪苗代 ＨＰより引用

五色沼湖沼群

磐梯山の火口底にある銅沼に端を発する地下水を水源としている。火山活動によって産

出される硫化水素が硫酸イオンとなって多量に溶け込んでいる水をたたえ、酸性となって

いるため無機酸性湖と呼ばれている。

弁天沼

標高 、面積 、最810m 30,300m2

大水深 、透明度 、 、6.7m 4.0m PH4.5

水色は青白色を呈し、晴天の日に

はすばらしい色を見せてくれる。

硫酸イオンや塩素イオンが多く、

鉄イオンは五色沼湖沼群中最も少

ないとされている。

酸性が強いためか魚はすんでい

ないようだ。

深泥沼

標高 、面積 のかな790m2 1,100m2

り大きな沼で最大水深 、透明4.6m

度 、 。2.1m pH5.8

この沼は他の沼に比べ、硫酸イオ

ン、塩素イオン、鉄イオンが少ない

ためプランクトンがやや多く、水の

色は緑赤色をしている。




